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6月

富
山
を
も
っ
と
も
っ
と

元
気
に

第

一
回
元
気
に
富
山
推
進
懇
話
会

国
「元
気
に
富
山
推
進
懇
話
会
」
の
初
会

合
が
県
庁
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
新
し
い

千
年
紀
を
迎
え
、
県
民
が
も
っ
と
や
る

気
元
気
に
な
る
問
る
く
い
き
い
き
と
し

た
県
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。ロH

4

・・
/
t
I
¥
 

7月

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て

県
立
大
学
関
学
十
周
年
記
念
式
典

-
県
立
大
学
の
開
学
十
周
年
記
念
式

典
が
小
杉
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
町
の
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式
典

に
は
、
大
学
関
係
者
や
県
民
な
ど
六
百

人
あ
ま
り
が
出
席
。
川
端
昭
学
長
は
、

「
い
ま
日
本
の
大
学
は
、
生
き
残
り
を

か
け
、
大
き
な
変
革
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。
十
年
の
節
目
に
策
定
す
る
将
来
構

想
の
も
と
、
前
進
す
る
努
力
を
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

-
県
立
大
学
は
、
平
成
二
年
四
月
、
日

本
海
側
で
初
め
て
の
公
立
工
学
系
大

学
と
し
て
開
学
。
以
来
、
生
物
工
学
研式典で‘あいさつする川端学長
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行っτみよう情報
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とやま音のある風景

熊野神社の稚児舞

1 1 

とやまのやる気・元気

シド二一五輪競泳日本代表

荒瀬洋太さん

インフォメーション

県政ミニガイド
-
は
じ
め
に
、
中

沖
知
事
が
「
こ
れ
か

ら
は
、
ソ
フ
ト
面

た
の
施
策
の
充
実
が

市
重
要
。
元
気
い
つ

制
ぱ
い
に
活
躍
さ
れ

提
て
い
る
皆
さ
ん
か

な制
ら
幅
広
く
ご
意
一
見

晴
を
い
た
だ
き
、
新

恥
し
い
総
合
計
画
に

委
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
事
務
局
か
ら
元

気
に
富
山
を
実
現
す
る
た
め
の
し
く
み

や
き
っ
か
け
*つ
く
り
の
事
例
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

-
出
席
し
た
委
員
か
ら
は
、
「
子
ど
も

た
ち
に
目
標
と
到
達
す
る
た
め
の
手
段

を
与
え
る
こ
と
が
必
要
」
「
子
ど
も
た
ち

に
疑
う
余
地
の
な
い
"
本
物
“
を
見
せ
る

こ
と
が
大
切
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

究
セ
ン
タ
ー
の
開
所
、
大
学
院
工
学
研

究
科
、
短
期
大
学
部
専
攻
科
の
開
設
な

ど
教
育
研
究
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
卒
業
生
及
び
修
了
生
は
、

二
干
二
百
名
を
数
え
、
そ
の
お
よ
そ
半

数
が
県
内
企
業
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

田
県
立
大
学
が
、
二
十
一
世
紀
の
人
材

育
成
と
科
学
技
術
の
拠
点
と
し
て
飛

躍
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た

魅
力
あ
る
大
学
と
し
て
よ
リ
多
く
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

-
問
合
せ
県
立
大
学
事
務
局
総
務
課
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7月

新
た
な
経
済
協
力
体
制
の

構
築
に
向
け
て

第

一
凶
北
陸
(
日
本
)
・
韓
国
経
済

交
流
会
議

-
北
陸
と
韓
国
の
地
域
閉
経
済
交
流

に
つ
い
て
話
し
合
う
一
第
一
回
北
陸
(
日

本
)
・
韓
国
経
済
交
流
会
議
」
が
富
山

市
内
で
開
催
さ
れ
、
自
治
体
や
民
間
の

交
流
会
議
、
韓
国
の
投
資
環
境
説
明
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

15 

昭和10年8月17日(土)
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今
後
、
懇
話
会
で
は
、
新
た
な
ソ
フ

ト
事
業
や
県
民
の
元
気
活
動
の
舞
台

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

意
見
を
取
り
ま
と
め
た
う
え
で
、
十
二

ロM
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6月

7月

環
日
本
海
交
流
圏
の

発
展
に
向
け
て

第

一
回
日
本
海
学
推
進
会
議

-
日
本
海
や
環
日
本
海
地
域
を
研
究

対
象
と
す
る
新
し
い
学
問
分
野
を
確
立

し
よ
う
と
、
各
分
野
の
学
識
経
験
者
に

よ
る
「
日
本
海
学
推
進
会
議
」
が
富
山

市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
中
部
通
商
産
業
局
と
韓
国
産
業
資

源
部
が
主
催
し
た
も
の
で
、
メ
イ
ン
と

な
る
官
民
合
同
会
議
に
は
、
本
県
な
ど

北
陸
四
県
と
江
原
道
な
ど
韓
国
の
四

つ
の
自
治
体
の
行
政
や
経
済
界
の
代

表
が
出
席
。
会
議
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
、
産
業
技
術
協
力
、
調
査

研
究
の
三
分
野
に
つ
い
て
意
見
存
主
父
換

し
、
北
陸
経
済
連
合
会
が
主
体
と
な
っ

た
産
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣
や
企
業

閏
・
自
治
体
聞
の
交
流
促
進
、
N
E
A

R
引
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
十
一

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。

-
来
年
二
月
に
韓
国
で
二
回
目
の
会

議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
経
済

交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
観
光
通
商
課

程
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昭和初期を代表する近代建築
富山県庁舎が完成

6日に行われた官民合同会議

県広報と1うま 2000.8園 1

@この日、新しい県庁舎(現本館)が完成し

た。富山城祉にあった元の県庁舎が焼失し

たため、 移転新築されたもの。設計は、国

会議事堂の設計を手がけた大熊喜邦工学博

士らが担当した令当時の富山ではモダンな

鉄筋コンクリート4階建(一部5階建)で、

他に類を見ない巨大な建物。今では官公庁

やオフ ィスが建ち並んでいるが、 当時は神

通川廃川地を埋め立てたばかりて建物もほ

とんどなく、ポツンと建っていた状態だった

耐火・耐震に配慮、された堅牢な県庁舎本

館は、昭和20年の富山大空襲にも耐えた。

一部の改修以外は基本的な構造は変更さ

れておらず、

築後65年を

経た今でも当 Jai;H IVEz--"""iHF3了、
時と変わらな ;;;111111:;iiiiii i"川""221
L疫を見町叫正日以
いる。 一一一一一一← 一一一司園園

本誌は古紙100%0:病生紙を使用しています。

月
に
知
事
へ
の
提
言
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
計
画
課
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会議に先立ち「富山の自然の概要Jの講演が行
われた

-
「
日
本
海
学
」
は
、
環
日
本
海
地
域
を

日
本
海
を
中
心
と
し
た
一
つ
の
ま
と
ま

り
と
し
て
と
ら
え
、
人
間
と
自
然
、
周

辺
の
国
々
や
地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ

走者リレーは7日から10月6日から12日にかけて
2000年国体大会旗・ ~E火リレーが行われます。

l団体l
lニュースl

矩火(たいまつの火)は、県の歴史や自然を象徴する6

箇所で採火。県民の園体への期待や願いを込めて、大会旗

とともに全市町村をリレーされます。 10月12日に県庁

前でひとつにされた矩火は、 12000年とやま国体秋季大

会J(10月 14日 ~19日)と「きらりん'u。つく富山J (10月

28日.29日)の開会式て¥矩火台に点火されます。(なお、

開会式までの聞は県庁で保管されます。)

完成当時の県庁舎

い
て
総
合
的
に
研
究
す
る
も
の
で
す
0

.
会
議
に
先
立
ち
、
中
沖
知
事
が
三

十
一
世
紀
に
向
け
た
日
本
海
と
環
日

本
海
地
域
の
将
来
像
を
描
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
県
の
日
本
海
施
策

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
二
日
間
の
協
議
の
結
果
、

V
自
然
環

境
V
日
本
海
を
介
し
た
交
流
V
環
日

本
海
文
化
V
危
機
と
共
生
の
四
つ
の

分
野
で
構
成
す
る
こ
と
や
、
来
年
一
月

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

-
環
日
本
海
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
日

本
海
学
』
か
確
立
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域

の
多
棟
性
や
共
通
課
題
へ
の
理
解
が

深
ま
り
、
新
し
い
学
術
文
化
の
創
造
や

発
信
、
地
域
の
交
流
が
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
日
本
海
政
策
課

2
0
7
6
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3
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川の火コース{秘嫡黒部の火)

園田園 山の火コース(B鱒立山の火}

・・・衝の火コース(とやま来来の火)

園田園 淘の火コース(万11有機の火)
園田園 皇の火コース(合掌不滅の火)

圃圃圃 Eの火コース(芸術つどいの火)

2000年国体局競技式典課-問合せ

採火場所 採火方法

黒部峡谷(樺平) 水車発電

立山(雄山山頂) 摩擦熱

とやま駅北地区 集光熱(レンズによる集光)

有磯の海(雨晴海岸)
炭電池(伝統の和紙と木炭、地場産業の

アルミ、有磯の海水でつくる)

合掌の里(相倉) 移し火(南北朝時代かう燃えつづける火)

利賀芸術公園 太陽光線

2・ 県広報t-"t3ま 2000.8


